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研 究 主 題

豊 か な人 間性 を は ぐ くむ道 徳 の 時 間 の 指 導

1研 究主題設定の理由

平成14年 度 か らスター トす る新学習指導要領及 びその移行期 間中の教育課程 に関 して、 各

校で様 々な論議 が され、研究や実践が試 みられて い る。

新 しい教育課程 にお いて は、基準 の改善 のね らいの大 きな柱 として、 「豊 か な人間 性 や社

会性、 国際社会 に生 きる日本人 と しての自覚 を育成 す ること」 があげ られてい る。 また、生

徒 に 「生 きる力」 を育成す る ことが求 め られてお り、その核 とな るのが豊かな人間性である。

さらに体験 活動を生か した り、家庭 や地域 の人 々に協 力を求 めなが ら、各校 において道徳教

育 を一層 充実 して い くこと、未来へ 向けて 自らが課 題 に取 り組 み、 と もに考え る道徳教育 の

推進 が強調 されて いる。

一方
、中学生 に目を向け ると、彼 らを取 り巻 く状況 は必ず しも明 るいものばか りではない。

む しろ世間が彼 らを見 る目は厳 しい ものがあ り、彼 らを育て る社会環境 も好 ま しくない状況

が見 られ る。 いっ の時代 も青少年 の行動傾向 は、形 を変 えなが らひ とっの社会現象 と して問

題 とされ て きた。例 えば、校 内暴 力、 自殺、 い じめ、不登校、等 々の問題 が挙 げ られ る。 ま

た、現在 は、少年犯罪 の低年 齢化 や凶悪化及 び若者 のモ ラルの低下等 が大 きな問題 にな って

いる。

このよ うな青少年 の問題が取 り上 げ られるたびに、学校 におけ る 「心 の教育 の充実」が叫

ばれて きた。 こう した背景 の中で、道徳教育 は今 まで以上 に大 きな役割を担 って いか なけれ

ばな らない。特 に、そのか なめ となる道徳 の時 間の一 層の工夫 と充実が求 め られ てい る。 そ

こで、 どの よ うな授業を実践 していけば、 中学生 が道徳的価値 や人間 と して の生 き方 につい

ての 自覚 を深 め、道徳的実践力 を身 に付 けることがで きるか にっ いて検討 した。 中学生 の時

期 は、心 身共 に大 き く発達 し、 自己の生 き方 を模索 した り悩み始 めた りす るときであ る。 ま

た人 間関係 は飛躍的 に拡大 す るが、他者 とのかかわ り方 に悩 むときであ り、他者 との人 間関

係 を豊 か に もて るか どうかが、人格 の形 成 に重大 な影響 を及 ぼす。 そ こで、今年 度の研究の

仮説 を 「自己を他 の人 とのかかわ りの中で と らえて、望 ま しい人間 関係 の育成 を図 る ことを

ね らいと した道徳 の時 間が実践 されれば、豊か な人間性 を はぐ くむ ことが で き るで あ ろ う」

と設定 した。

以上 の ことか ら、研究 主題 は 「豊か な人間性 を はぐ くむ道徳 の時間 の指導」 と し、豊 かな

人間性 を育成 す る道徳 の時間 の指導 の在 り方 を追究 した。

本研究 を進 め るに当 たって は2つ の分科会 を設定 し、研究主題 との関連 か ら、両分科会 と

もに2の 柱 「主 と して他 の人 とのかかわ りに関す ること」 を取 り上 げた。

内容項 目にっ いて は、第1分 科会 で は2-(5)「 他に学ぶ広い心」を、第2分 科会では、2一

② 「思 いや り」 を窓 口 として研究 を進 め ることに した。
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《豊かな人間性をはぐくむ道徳の時間とは》

〈生 徒 の 実 態 の 把 握〉

・ 生 徒 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

・ ア ン ケ ー ト 調 査 と 分 析

与

豊

か

な

人

間

性

を

は

ぐ

く

む

道

徳

の

時

間

〈資料の選定〉

・共感できる感動的な資料

・興味や関心を引く資料

・ねらいを達成するのにふさわ しい資料

・深 く考えることができる資料

↓

〈資料提示の工夫〉

。TTに よる劇化

・効果音や小物の利用

↓

〈導入の工夫〉

・授業への期待感

・意識付け

↓

〈発問の工夫〉

・ねらいに焦点を絞 った内容

・興味を呼び起 こす内容

。自らの思いを深められる内容

・多様な考えを引き出せる内容

。心を揺 さぶり、心の変化を引き出せる内容

↓

〈発表の工夫〉

・TTに よる発言の引き出し

・小集団を生かした多 くの意見交換の場

・ワークシー トやノー トの利用

↓

〈板書の工夫〉

・考えをたどれるような構成

・板書 ・短冊の利用による発問の共有化

・絵などを使 ってイメージの共有化

・TTの 連携による役割分担

↓

〈終末の工夫〉

・道徳的価値の自覚を深める

〈生徒の心の変化〉

あいまいだった思 いがはっきりする

↓(自 己理解)

様々な考えがあることを知る

↓(他 者理解)

自らの考えを再構築す る

(自己理解の深化 と発展)

↓

他の人々に対 し感謝 と思いやりの心を もっ

それぞれの個性や立場を尊重 し、他に学ぶ広い心をもつ

↓

道 徳 的 価 値 の 自 覚

人 間 と し て の 生 き 方 の 自 覚

道 徳 的 実 践 力 の 育 成
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皿 研究の方法

1研 究の概要

各 分科会で まず研究仮説 に基 づいた調査研究 を行 った。 その結果か ら指導計画 を立て、検

証授 業 を行 った。検証授業後、再度調査 を行 って生徒 の変容 を把握 し、研 究仮説が検証 され

たか どうか を調べ る方法 を とった。

2調 査研究

(1)調 査対象

都内公立 中学校8校 、2学 年361人 を対象 と して事前 調 査 を平成12年7月 に、 事 後 調査

を平成12年10月 に実施 した。

(2)調 査内容

共通 の調査 として 自己認知 に関す る項 目、対人関係 に関す る項 目、学校適応 に関す る項

目、各10項 目を行 った。各分科会 ごとに事 例 に対 す る反応 を見 る調査 を行 った。

ア 自己認知 の項 目(自 分 自身 について、次 の10項 目に5段 階で答え る)

1.明 る い

2.強 い

3.温 か い

4.頼 り な い

5.親 切 な

暗い

弱 い

冷 たい

頼 も しい

い じわ るな

6.無 責 任 な

7.消 極 的 な

8.信 じや す い

9.無 気 力 な

10.自 分 勝 手 な

責任感 のある

積極的 な

疑 い深 い

意欲的 な

思 いや りのあ る

イ 対人関係 の項 目(対 人関係 について、次 の10項 目に5段 階で答え る)

1.人 の 気 分 の変 化 に敏 感

2.人 の気 持 ち を理 解 しよ う とす る

3.人 の外 見 が気 に な る

4.人 の こ とを よ く考 え る

5.人 付 き合 いが よ い

6.ゲ ー ム は一 人 よ り相 手 が い る方 が良 い

7.人 か らど う思 わ れ て い るか気 に な る

8.人 の 行 動 の理 由が 知 りた い

9.マ イ ペ ー スで 行 動 す る

10.身 近 な人 にっ いて い ろ い ろ知 りた い

ウ 学 校適 応の項 目(学 校生活 について、次 の10項 目に5段 階 で答 える)

1.学 校 生 活 に満 足 して い る

2.授 業 中 別 の こ とを して もよ い

3.友 達 と一 緒 に い る と楽 しい

4.友 達 づ き あ いが う っ と う しい

5.勉 強 が 楽 しい

6.何 で も話 せ る友 人 が い る

7.先 生 と気 軽 に話 せ る

8.規 則 を守 らな け れ ば な らな い と思 う

9.将 来 に希 望 を持 って い る

10.行 事 な ど に積 極 的 に取 り組 む

工 事例 に対す る反応 の項 目(次 の事例 に1分 科会 は3段 階、2分 科会 は4段 階で答 える)

第1分 科会

第2分 科会

・ リレー の順 番 は話 し合 い にす るか 、 く じに す るか

・掃 除 の よ り良 い や り方 を提 案 され た ら取 り入 れ るか ど うか

・電 車 で 目 の前 に立 った 老 人 に席 を譲 る こ とが で き るか

・仕事 を代 わ って くれた クラスの人 たちに対す る感謝 の気持 ちがあ るか
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皿 内容項 目2-(5)「 他 に学ぶ広 い心」につ いての指導(第1分 科会)

1主 題設定 の理 由

人問 は、様 々な集 団や社 会の一 員 と して生活 を営んで お り、他 の人 とのかかわ りな くして生

きて い くことはで きない存在 であ る。

しか しなが ら、最近 は、核家族化 や少子化 が進み、地域の教育力 も低下 して きてい る。 その

ため、家族 や地域 の中で、他 の人 とのかかわ りを身 に付 ける機会が少 な くな って いる。謙 虚 に

なって相手か ら何 かを学 ぶ とい う経験 は乏 しくな り、 その結果、入間関係 も希 薄 にな って い く

傾向が ある。

また、社会全体 や他人 の ことを考 えずに、個 人の利益を優先 させ るよ うな風潮 も見 られ、 こ

の ことは、生徒 の道徳性 の育成 に大 きな影響 を与えて いる。中学生 の友人関係 を見 て も、 表面

的 に上手 に付 き合 ってい るだ けの場 合が少 な くな い。相手 の個性 が 自分 と異 な って いることに

気付 いて も、 そ こか ら何 かを学 び取 ろ うとい う姿勢 にはっ なが っていない。 また、意 見の違 い

が明 らか にな り自分 の主張 が通 らない場合 に は、冷静 さを失 い攻撃的 にな るケー スも目立 って

きて いる。 このよ うな状況 の中で は、相手 か ら学 ぼ うとす る謙虚 さ は生 まれに くい。

一方
、 中学生 の時期 は、一人一人 の ものの見方や考え方 に違いが現れ、それぞれの個性がはっ

きり して くる時期で もあ る。 と同時に、 この時期 は反抗期で もあ り、 自己の考 えや立場 にこだ

わ り、 それ を主張す るあま り、友人 間で意見 の対立や摩擦が生 じる こともあ る。 自己主 張の内

容がわが まま と分 か っていて も、相手 の意見 に耳 を傾 けず にか た くなな態度を とることがある。

自分 自身 の考 え方 のみを絶対視 し、謙虚 に他 か ら学ぶ とい うことが難 しい時期だ と言え る。

今後、国際化、高度情報化、高齢 化が進 めば、外国人、高齢者、 障害者 な ど様 々な価値観 を

もつ人 との共生が、 ますます重要 にな って くる。 そのと き、相手 の個性 や立場 を尊重 し相手 の

ことを考 え られ る心、相手 の個性 を受 け入 れ相 手か ら学 び取 ろ うとす る広 い心が、豊か な人間

関係を作 る基盤 とな ると考 え る。

また、人間 がよ りよ く成長 してい くたあ には、 いろいろな人 とかかわ りなが ら、新 しい見方

や考え方 に気付 いてい くことや、 自分一 人で はで きなか った幅 広い見方 や考 え方がで きるよ う

にな るこ とが不可欠 であ る。

以上 の点 か ら、第1分 科会 で は、21世 紀 を担 う生徒が よ りよい人 間 と して成長 して い くた め

には、 お互 いの個性 や立場 を尊重 し、い ろい ろな見方 や考 え方 があ ることを理解 して、謙虚 に

他 に学ぶ広 い心 を育 て ることが大切 であ ると考 え た。 そ して、「豊か な人間性 を は ぐ くむ」 た

め に内容項 目2一 ⑤ 「他 に学 ぶ広 い心」 を育 て るこ とを通 して、次 の ような仮説 に基づ いて研

究を進 める ことに した。

仮説

道徳 の時間 を通 して、相手 の考えや立場を理解 し、それぞれの差異を認 め、個性 を尊重

しよう とす る態度 を育 て ることがで きれば、他 に学ぶ広 い心 を は ぐくむ ことがで きるであ

ろ う。
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2研 究 の 内 容 と方 法

(1)内 容 項 目2-(5)の と ら え方

内容 項 目2-(5)は 「そ れ ぞ れ の個 性 や 立 場 を尊 重 し、 い ろ い ろ な もの の 見方 や 考 え 方 が

あ る こ と を理 解 して、 謙 虚 に他 に学 ぶ 広 い心 を もっ こ と」 が指 導 内 容 で あ る。人 は、 そ れ

ぞ れ が 違 っ た環 境 の 中 で生 ま れ育 っ。 そ の 成 長 の 中 、 様 々 な経 験 と人 との 出会 いを繰 り返

し、 自 らを確 立 して い くの で あ る。 特 に、 中 学 生 の時 期 は、 個 性 が 明確 にな り、 も の の見

方 や 考 え 方 の違 い が大 き く現 れ る。 また 、 人 間 は、 全 て の人 の立 場 に っ い て理 解 し物 事 に

対 応 す る こと は難 し く、 自分 の経 験 に基 づ き、 自分 な りの視 野 の範 囲 で しか 物 事 を 見 る こ

とが で き な い。 そ こで、 様 々 な摩 擦 を 生 じる こ とが あ る。 自 らの見 方 や 考 え 方 が 通 らな い

と、 感 情 的 に非 難 し、 そ の状 況 を片 付 け よ う と しや す い。 だ が、 中学 生 の 時 期 は、 い ろ い

ろ な こ とを 吸収 で き る柔 軟 さを 併 せ も って い る。 人 を 非難 す るだ けで な く、 話 し合 い を通

して 、 自分 の意 見 を率 直 に 出 し合 い、 人 の意 見 に も耳 を傾 けて い け ば 、 自分 の 考 え の未 熟

さ に気 付 く こ とが で き るの で は な いか 。 そ して、 人 に は様 々 な立 場 が あ り、 多 様 な考 え方

が あ る こ とを理 解 す る こ とが で き るだ ろ う。

私 た ち は・ 上 記 の よ うな 観 点 か ら・ 右 図2_(5>の と らえ方

の よ うに考 え た。 人 が 、 あ る物 事 につ い て
ド ヨ

の ものの見方 や考え方 を もつ とき、様 々 な 豊 か な 人 間 性

立場 か ら考 え るには限界が あ り、 その有限 丁

性 に気付 くに は、率直 に意見 を交換 し、 お

他に学ぶ広い心互 い の考 え を 知 る こ とか ら始 ま る。 そ の 中

で、 自分 の 考 え が 絶 対 で ない ことに気付 き、 ↑

人の意見に,.c・ 恥 傾ける姿勢が生 まれ[唖 コ

る と考 え る。 そ の 過 程 で 、 そ れ ぞ れ の 立 場 ↑

に立 ち、 考 え て い る こ とを理 解 し、 異 な る
他の考え、立場の理解

考 え方 に も価 値 や 意 義 を感 じ られ るよ うに

Tな るの で あ る
。 そ して、 一 人 一 人 の個 性 を

自らの個性と同 じょうに尊重できるよ うに[垂 藝 コ

な るだ ろ う。 人 は、 自 らが 集 団 の 中 で 尊 重 ↑

され て い る と い う安 心 感 、 充 実 感 が あ って
有限性の認識

自 らの個 性 を 伸 ばす こ とが で き る。個性 は、

自 ら一 人 で 成 長 させ る こ とが で き る もの で

はな い。 他 か ら認 め られ て 育 つ の で あ る。

また 、 自分 が 認 め られ れ ば、 他 者 を も認 め

る よ うに な って い く。 この よ うな 相 互 に 認

め 合 う関 係 が 、 広 い 心 を 育 て る の で あ る。

他 か ら学 び、 自 らを さ らに豊 か にで き る人

間 こ そ、 目指 す生 徒 像 で あ る。 この 視 点 か

(不完全な自分に気づく)

墜
個性

自分の考え方論
ら研究 の方向性 を見据 え調 査研 究 に基づ き指導計 画を立 て進 める ことに した。
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(2)生 徒の実態 と指導計画

ア 調査研究 につ いて

研究 の方 向性 を探 り、指導計画 を作成 す るに当た り事 前 に生徒 の意識 調査 を行 った。

自己認知、対人関係、学校適応 のそれぞれ10項 目を5段 階の選 択肢で数値化 して集計 し、

それ ぞれ の項 目間 で統計処理 を行 った。 また、寛容 に関す る二 つの事例 の意識調査 を行

い、 その調査結果 と自己認知、対人関係、学校適応 の調査項 目との関係 を統計処理 し調

べ た。事例1は 、 クラス全員 リレーの順番 の決 め方か ら 「広 い心 」 を も って い るかを調

べ た。

① くじ引 き型 …… 「勝 ち負 けに こだわ らず、平 等 に くじで順番 を決 める。」

② 条件型 「短距離 の記録 を基 に遅 い人 と早 い人が交互 に走 る。」

③ 寛容型 両方 の考 え方 が分 か る。(広 い心 を もってい るとと らえた)

次 に事例2で は、教室掃 除の場面 での他の忠告 に対す る意識か ら、 「広 い心」 にっ い

て調べ た。

① 必要 ない型 「清掃 時に黒 板拭 きに対す る他 の忠告 に従 う必要 はない」

② 仕方 な くや る型 ……仕方 な くや る

③ 受 け入 れ型 な るほどそ うだ と思 ってや る(広 い心を もっているととらえた)

イ 調査結果 と生徒 の実態

事例1の 集計結果 は、① くじ引 き型9.7%② 条件型42.5%③ 寛容型47.8%で あった。

この事例1と 自己認知群 の クロス集 計か ら、明 るく ・やる気のある生徒 ほど、②条件型 ・

③寛容型 の選択肢 を選択 す る傾向 にあ る。明 る く ・やる気 のあ る生徒 を増 やす指 導がで

きれば、生徒 は学校生活 や対人 関係 に も積極的 にかか わ りなが ら、 「他 に学 ぶ広 い心 」

を高 めてい くと考えた。また、事例2の 結果 は、 ① 必 要 な い型13.8%② 仕 方 な くや る

型48.3%③ 受 け入 れ型37.9%で あ った。 この事例2と 学校 適応 や対 人 関係 の クロ ス集

計 か ら、学校適応 や対人 関係の高 い生 徒 ほど学校 のルールや他者 の意見を素 直 に受 け入

れ る傾 向にあ ることが分 か った。

ウ 指導計画

調査結果 に基づ き 「他 に学ぶ広 い心」 を育 て るたあに は、 自己認 知 ・対人 関係 ・学校

適応 を学校 生活の あ らゆる場面で総合的 に向上 させてい くことが大 切で ある。 生徒 の実

態 や学校 の行事 などを考えて、7月 の調査 の後、次 の指導計 画を立 て実施 した。

9月 第3週 道徳 「小 さ い こ と」1-(1)基 本 的 な生 活 習慣

・自己 認 知 、 学 校 適 応 を高 め る

9月 第4週 学活 運動会 の選手決 めで生徒 の特性 を生 か して行 う
・自己認知 を高 め、対人 関係 を深 め る

9月 第5週 運動会 学級 の応援 を勝負 に こだわ らずす るよう指導す る
・学校適応 を高 め る

10月 第1週 学活 運動会 の作文紹介(自 分の役割を精一杯果 た した喜 びの紹介)
・自己認知、学校適応 を高 め、対人関係 を深 め る

10月 第2週 道徳 現代 の医療現場(新 聞の記事抜粋)2-(5)立 場 の理解
・対人関 係を高め る
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1

10月 第3週 道徳 「主 役 を射 止 めて 」2-(5)他 に学 ぶ 広 い心

・対 人 関係 を 高 め る

10月 第4週 学活 合唱 コ ンクー ルの指揮者、伴奏者決 め(役 割 の自覚)
・自己認 知、対人関係、学校適応 を高 める

㈲ 指導の工夫

ア 資料 の選定

第1分 科会 では、8点 の資料の中か ら次 のよ うな観点で選定 を行 った。

・生徒 に とって分 か りやす く身近 に感 じられ る もの

・個性 や見方 ・考 え方 の差異 が はっき り読 み取 れ るもの

・相手 の考 え方 や立場 について考え させ ることがで きる もの

・謙虚 に他 か ら学 ぶ姿勢 につ いて考え させ るこ とが できる もの

資料 「主役 を射止 めて」 は、登場人物2人 の対照的 な行動 か ら、考 え方 の差や立場 に

っ いて考 えさせ ることがで き、なおかっ、謙虚 に学ぶ ことの大切 さを実感 で きる内容で

あ ったので、本 資料 を選定 し研 究を行 うことに した。

〈検討 した資料〉

小 さな出来事(光 村 図書)、 冷 めた料理 、主役を射止めて(文 教社)、 茶わん開眼(創

育)、 泥流地帯、石段 の思 い出、貝売 り(教 育出版)、 山寺 のびわの実(あ かっ き)

イ 導入 の工夫

右 のだまし絵を用いて、1つ の絵で も見方によっ

て違 った絵 に見 え ることに気付かせ る とい う方法

で視覚的 に訴 え ることを工夫 した。 自分 の もの の

見方 や考 え方 には限界 があ ることを知 り、 い ろい

ろな視点 か ら物事を見 ることの大切 さに気付 くきっ

か けに もな り、有効 であ ると考え た。

ウ 展開 の工夫

○ 資料提示 について

資料 を読 み始 め る前 に、 「舞台 を成 功 させ るた

め に練習 を してい ること」 「登場 人 物 の うち、 綾

子 と由紀 の二人 の取 り組 み方 に注 目して読む こと」

を おさえる ことで、対照 的な姿 に焦点 を当て て考

え させるよ うに して いる。

○ 発問 につ いて

ヘへ
へ

ト

ノ 、

だま し絵

戯

「謙 虚 に他 か ら学 ぶ 広 い心 を も と う とす る心 情 を 育 て る」 こ とが ね らい で あ る。 綾 子

と由 紀 の取 り組 み方 の違 い を 浮 き彫 りに し、 「綾 子 に足 りな い もの 」 を 問 う こ と に よ っ

て 、 他 か ら学 ぶ こ との大 切 さに 気 付 か せ た い。 ま た、 授 業 を展 開 して い く上 で、 価 値 観

を 揺 さぶ る発 言 を取 り入 れ た。 「で も、 綾 子 の よ うな人 が いて も い い の で は な い か 」 と

い う投 げ か け を し、 この考 え 方 につ いて ど う思 うか を話 し合 わ せ る。 そ の際 、 自分 と は
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異 な る個 性 を発 見 した り、 自分 の もの の考 え方 の有 限性 に気 付 い た り、相手 の立 場 に立 っ

て考 え た り、他 の 意 見 を尊 重 す る こ との大 切 さ に っ い て話 し合 った りす る こ とによ って、

ね らい に迫 って い き た い。 話 し合 い の場 面 で は 、綾 子 を否 定 す るの で はな く、 綾 子 の よ

う に 自 己主 張 す る こと も時 と して必 要 で あ る こ とを 知 らせ な が ら、 主 張 ば か りで な く謙

虚 に学 ぶ こと の大 切 さ を理 解 させ て い くこ とに した。 さ らに 話 し合 いの 内 容 に沿 った代

替 発 問 を用 意 し、 ど ん な状 況 に も対 応 で き るよ う に工 夫 した 。

○ テ ィー ム テ ィー チ ン グ(TT)に よ る指導 につ いて

今 回 、 以 下 の よ うな効 果 が得 られ る と考 え て 、道 徳 の 時 間 にTTを 導 入 す る こ とに し

た。

・配 役 を決 めて 資 料 を朗 読 す る こ と に よ り、 臨 場 感 あふ れ る朗 読 が で き る。

・複 数 の教 師 が か か わ る こ とに よ り話 し合 いを 深 めて い くこ と が で き、 生 徒 の状 況 に 合

わ せ た助 言 が で き る。

・生 徒 の反 応 の様 子 を把 握 し、 そ れ を共 有 す る こ とで、 よ り迅 速 に対 応 す る こ とが で き

る。

・複 数 の教 員 に よ り多 様 な 考 え 方 を 提 示 で きる。

TTを 導 入 す る に当 た り、 よ りき め細 か い指 導 を 目指 して、 準 備 段 階 で事 前 に話 し合

い を行 い、 指 導 内容 ・指 導 過 程 な ど にっ い て検 討 を重 ね た。 そ の結 果 、 い ろ い ろ な視 点

か ら見 直 す こ とが で き、 幅 が 広 が った。 ま た、 他 か ら学 ぶ こ との大切 さを確認 した後 で、

担 任 以 外 の教 師 が異 な る考 え方 をね らい に か か わ って投 げ か け る こ と に よ り、 揺 さ ぶ り

を か け る と い うの が 今 回 の展 開 の中 心 発 問 に っ な が って い る。 こ の考 え 方 の提 示 に よ っ

て、 よ り活 発 に意 見 を 引 き出 した い と考 え た。

工 終 末 の 工 夫

終 末 で 再 度 だ ま し絵 を提 示 し、 導 入 の時 よ り も意 識 して異 な る見 方 が で き るよ うに さ

せ た。 こ の ことで 、 他 か ら様 々 な考 え方 を学 び生 か して い く こと を実 感 して も ら いた い

と考 え た か らで あ る。 さ らに、 教 師 の説 話 で 、 よ り身 近 な こ と と して感 じ られ る よ う に

して い き た い。

(4)指 導事 例(第2学 年)

ア 主題 名 「他 に学 ぶ 広 い心 」 〈 内 容 項 目2-(5)〉

イ 資 料 名 「主 役 を 射 止 めて 」(文 教 社)

ウ 資 料 の概 要

綾 子 は、 初 め て主 役 に抜 擢 され た 。 主 役 と して 何 と か舞 台 を成 功 させ た い と い う気 持

ちが 強 く、 自分 の考 え を仲 間 に押 しつ けて しま う。 しか し、 教 師 や 仲 間 に は受 け入 れ て

も らえ な い。 自分 の思 い通 りにな らな い綾 子 は イ ライ ラが っ の る。 そん な と き、 そ れ ま

で 互 い の良 さを吸 収 し合 って が ん ば って き た友 達 が、 後 輩 か ら も意 見 を 聞 いて 役 作 りに

取 り組 ん で い る姿 を 目の 当 た りにす る。

エ ね らい

謙 虚 に他 か ら学 ぶ広 い心 を もと うとす る心 情 を育 て る。
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オ 学習指導過程
『

一
学習活動と主な発問 予想 される生徒の反応 T1 T2

r

指導上の留意点

導 1.だ ま し絵 を 見 る。 「おばあさん」 指名 だまし絵を ・絵が見方 で違 って

「この絵 は何 に見 「横を向いた女の人」 提示 す る。 見えることに気付か

入 え ますか。」 「よ くわか らない」 せ る 。
一

2.綾 子 と由紀 のぞ 資料の題名 登場人物の ・綾子と由紀の違い

れそれの舞台に対 を板書 説明。 を読 み取 らせ るため、

する取 り組み方に あ らか じめ、登場人

注 目 しなが ら、資 物を紹介する。

料 を読む。 朗読(綾 子) 朗読 ・T1 、T2が 朗 読 し 、

【発問①】 【発問①】 短冊をはる。 臨場感を演出する。 ・

「綾子と由紀の舞台 〈綾子〉 綾子と由紀を比べた

に対する取 り組み方 ・自分 の考 えた通 りに 指名 板書 とき、他 に学 ぼ うと

につ いて あげてみ よ 進 めてい こうとしてい する姿勢の違いを明

展
う 。」 る。

〈由紀〉

らか にす る。

・人に意見を聞いて役

作 りに生 かそ うとして

い る 。

・後輩か らも意見を聞

い て い る 。

【発問②】 【発問②】 短冊をはる。

「私に足 りないもの… 《 ワークシー トに記入》 ・2人 の違 いを比較

とは何だと思います 「謙虚な気持ち」 ワ ー ク シ ー して考 えるよ うに促

か 。」 「他の人の意見を聞い ト配布 す 。

て自分に生かそうとす

る気持ち」 生徒の様子 生徒の様子

「他 の人か ら学ぶ こと」 を観察 を観察

3.T2の 「綾 子 の 『揺 さぶ り ・T2は 、 綾 子 を認

よ うな人 が いて も 発言』をす める発言 を して、生

いいので はないか」 る 。 徒に揺さぶ りをかけ

について考え る。 【発問③】 「綾子のよ る 。

うな人 ・綾子を否定するの

開
【発問③】
'

「T2の 考 え につ いて ・綾子は自分の意見ば
i

自己主張の

で はな く、綾子 のよ

うに自己主張 す るこ

ど う思 いますか。」 か り通そ うとす るので 生徒の様子 できる人が とも時 として必要で

0班 をっ くり、意 見 いい と思 わない。 を観察 いて もいい あることを知 らせ る。

交換 を行 う。 ・綾子の よ うな人 がい の で は 。」 ただ し、 自己主張 ば

て もいいと思 う。 か りで な く、謙虚 に

・綾子の よ うに自分 の 板書 他か ら学ぶ ことも大

○発表する。 意見を言える人 も必要 切であることを理解

だ と思 う。 さ せ る 。

※綾子否定派が多け

れ ば 、
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'

【発問④】 【発問④】 【代替発問④】

「綾子がこのままだっ ・うま くいかない と思 (補助発問) T2「 綾 子 の よ うな

た ら舞台 は うま くい う 。 「どう した 人 は多 いので は」

くと思 います か。」 らうま くい T1「 綾 子 の よ うに

くか 。」 な らないためにはど

うすれ ばいいか」
㎝

4.だ ま し絵 を もう 「女 の人 とおばあ さん」 ・だ ま し絵 ・いろいろな見方 が

1度 見 る。 「始 め よ りわ か りや す 指名 を提示する。 で きる ことを、確認

終 「どんな絵に見えま い」 す る 。

す か 。」

5.教 師 の説話 を聞 説話 ・教師の経験談か ら、

く 。 謙虚に他に学ぶ姿勢

【発問⑤】 《 ワー ク シー トに記 入 》 【発問⑤】 短冊をはる。 が必要なことを伝え

末 「今 日の道徳の時間 生徒の様子 生徒の様子 た い 。

で学ん だ ことはどん を観察 を観察

な ことですか。」

力 評 価 の観 点

謙 虚 に他 か ら学 ぶ こ との大 切 さを感 じ取 る こ とが で き たか 。

キ 今 日 の道 徳 の時 間 で学 ん だ こ と(生 徒 の感 想 よ り)

・周 りの人 の い い と こ ろを見 つ け て 、 自分 の もの にす る。

・自分 の意 見 を通 して ば か りい な いで 、 自分 の 「足 りな い もの」 を見 っ け る こ と は大 切

な こ とだ と思 った。

・人 は一 っ の こ とに心 を と らわ れ て しま う と別 の ことが 見 え な くな って しま う。 だか ら、

多 方 向 か ら物 事 を見 る こ とが で き る よ うに努 力 しよ う。

・心 を広 く して、 周 りの人 の意 見 も取 り入 れ る こ とが 大 切 。

・自分 の考 え だ け で はな く、 他 人 の 意 見 も大 切 に しな けれ ば な らな い と思 った。

・他 の人 の意 見 を 聞 い て み る と、 今 まで 分 か らな か った こ とが分 か るよ うに な る。

ク 考 察

・『揺 さぶ り発 言 」 は、 生 徒 が 安 易 に ね らい とす る道 徳 的価 値 に 同 調 しそ う に な った と

き、T2が 「本 当 に そ れ で い い の だ ろ うか 」 と思 考 に揺 さ ぶ り を か け るの で あ る。 日

常 生 活 の 中 で も、 答 え を 出 そ う と した と き に ど ち らが い い の だ ろ うか と揺 れ 動 く こ と

は しば しば で あ る。 気 持 ち の 揺 れ 動 きを 、 道 徳 の授 業 の 中 で も再 現 し、 立 ち止 ま って

深 く考 え させ る場 面 を設 定 した。T2の 揺 さぶ り発 言 を き っか け に 、 班 ご と に 様 々 な

意 見 が交 換 さ れ、 生 徒 に ね らい とす る道 徳 的 価 値 を深 め る こ とが で き た。

・指 導 上 の留 意 点 に 【代 替 発 問】 を 用 意 した。 揺 さ ぶ り発 言 に よ って 生徒 の 気 持 ち は揺

れ 動 い て お り、 生 徒 の気 持 ち の 変 化 に応 じた対 応 が 必 要 と な る。 今 回 はTTで 事 前 の

打 ち合 わ せ を十 分 に行 い、授 業 を 円 滑 に進 め る こ とが で きた。

・導 入 お よ び終 末 で 同 じだ ま し絵 を 用 い たが 、 物 事 を多 面 的 に 見 る こ との 大 切 さ に気 付

く効 果 を あ げ た。

一11一



3内 容 項 目2-(5)「 他 に学 ぶ 広 い心 」 の ま とめ

第1分 科 会 の研 究 の 成 果 と考 察 、 そ して 課 題 に っ い て述 べ る。

(1)成 果

① 事 前 、 事 後 の 調 査 結 果 か ら、 生 徒 の意 識 に変 容 が見 られ た項 目が あ る ことが分 か った。

ア 自己認 知 の項 目で 、 自分 自身 を 「温 か い、 や や温 か い」 お よび 「思 い や りが あ る、

や や思 い や りが あ る」 と認 知 して い る生 徒 の割 合 が、 実験 群 にお いて 、 事 後 で は上 昇

して い る。

温 か い← →冷 た い

実験群事前

実験群事後

統制群事前

統制群事後

一

10.5 1 .: } 39.5難"『一 . 羅 麟.1
一

23.7 1 44.7
f

18.4耐 、 屈 ・・1
一

5.3 31.6 ト 44.7

買

離亜7.9
一

i

2.9 33.3 i 33.3;;q 樋鳳難翻川 8.3
1

上

(単 位名%)

1口 温かい 口 やや温かいD普 通 驕 やや冷たい 口 冷たい

思 いや りがあ る←→ 自分勝手 な

実験群事前

実験群事後

統制群事前

統制群事後
(単位名%)

口 思いやりがある 口 普通

翻 やや思 いやりがある 口 やや自分勝手

口 自分勝手

イ 「学校適応」 の 「積極性 」 の項 目で高 ま りが見 られた。

積極 的←→ 消極的

実験群事前

実験群事後

統制群事前

統制群事後 (単 位名%)

i口 簾 的 口 やや積極的 閣 普通 翻 やや消極的 口 消極的
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ウ 事 例2に よ る意 識 調 査 で 、 清 掃 時 に他 の生徒 か ら受 け た 「黒 板 を水拭 き した ら、 もっ

と きれ い に な る よ」 と い う助 言 に対 して、 「な る ほ どそ うだ」 と回 答 した 生 徒(寛 容

型)の 割 合 が 実 験 群 にお い て上 昇 して い る こ とが分 か った。

「黒板 も水拭 き した ら」 と言われた ら

実験群事前

実験群事後

統制群事前

統制群事後 (単位 名%)

口 なるほとそうだ 口 仕方なくやる 口 やらなくてよい

②TTの 指 導 を通 して指 導 方 法 の工 夫 改 善 を 行 っ たが 、 そ の成 果 と して は、 次 の こ とが

挙 げ られ る。

ア 生 徒 の発 表 をす ぐに板 書 す るの で、T1は 授 業 の 流 れ を切 らず に進 め る こ とが で き

た。 生 徒 の感 想 に も 「板 書 す るの を待 た な くて よ いの で 、 ス ピー デ ィ に 感 じ た。」 と

い う ものが あ った。

イ 生 徒 の 予 想 さ れ る発 言 が、 二 通 りに分 か れ る こ とが 予 期 され る場 合 に は、 補 助 的 な

発 問 を 指 導 案 の中 に具 体 的 に準 備 して お く こ とで、 指 導 を 円 滑 に進 め られ る こ とが分

か っ た。

(2)考 察

ア 事 前 の 調 査 分 析 か ら、 自分 自身 を高 く評 価 す る こ と、学 校生 活 へ の 適 応 、 そ して 他 の

人 の 意 見 を 尊 重 す る態 度 と は、 互 い に相 関 関係 に あ る こ とが分 か っ た。 そ の結 果 に基 づ

い て、 そ れ ぞ れ の観 点 を高 め る指 導 計 画 を立 て て、 実 践 して い くこ と に よ り、 事 後 の調

査 で生 徒 に変 容 が 見 られ た。 よ って、 この指 導 計 画 は 「他 に学 ぶ 広 い心 」 を育 成 す る の

に効 果 が あ る こ とが 分 か っ た。この こ とか ら、 今 回 の研 究 仮 説 は、 検 証 され た と言 え る。

イ 道 徳 の 時 間 の指 導 にお いて 、TTに よ る指 導 は、 生 徒一 人 一 人 の 道 徳 的 価 値 の 自覚 を

深 め るの に効 果 が あ る こ とが 分 か った。 特 に、 授 業 の 流 れ が 、簡 単 に一 っ の方 向 に 向 か

い そ うな 時 に、 生 徒 の心 を 揺 り動 か す 他 の価 値 観 を提 示 す る こ とが 可 能 で あ る。 そ の効

果 を よ り高 め る た め に、T2が 担 う具 体 的 な役 割 を 明 確 にす る必 要 が あ る。

(3)課 題

アTTを 道 徳 の時 間 に導 入 す る に当 た り、 そ の指 導 の在 り方 を さ らに研 究 す る必 要 が あ

る。

イ 道 徳 的価 値 の 自覚 を 深 め る道 徳 の時 間 に す るた め に 、 指導 の 工 夫 改 善 を して い か な け

れ ば な らな い 。 そ の 具 体 的 な指 導 の在 り方 に っ い て は、道 徳 的 価値 の 揺 さぶ りや、 中心

発 問 の 内容 に か か って い る こ とが 改 めて 明 らか に な った。 そ の点 を資 料 の内容 に よ って、

検 討 して い くこ とが 重 要 に な る。
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IV内 容項 目2-(2)「 思 いや り」 につ いての指 導(第2分 科会)

1主 題設定 の理 由

人間 は一人 で は生 きて い くことはで きない。常 に他者 とかかわ り合 って生 きていか なけれ

ばな らない。 そ してその人間関係、す なわち社会生活 を豊 かな ものにす るために は、お互 い

に相手 の立場 を尊重 し、 助 け合 って い くこ とが不可欠 であ る。中学生 は、 自己理解 が深 ま り、

自分 自身 の存在価値 や生 き方 に関心が強 くな って くる時期 であ る。 同時に他者 の言動や人間

としての生 き方 に影響 を受 けた り、 あるいは社会 の しくみな どにっいて考 え られ るよ うにな

る。 また、 それまで絶対 的 な存在で あった親 や教師 に対 して は、時 に は反発 した り批判的 に

な った りす る。代 わ って仲間集団の言葉 や態度が、人格形成 に強 い影響 を与 え始 め る。 しか

し、仲間集 団に限 らず、 生徒を取 り巻 く様 々な人間集 団 は、 自我 の確立 に とって全てが プ ラ

スの方 向に働 くわけではな い。 また、バ ラ ンスの取 れた人 間関係 を保 っの は困難 で ある。だ

か らこそ一人一人 の生徒 が、他者 とのかか わ り方 を自分 の生 き方 に反映 させて、 自己を見っ

める ことが道徳性 の育成 に とって極 めて重要 になる。一方、社会 に目を向 ける と、 価 値観 の

多様化 や ライ フスタイルの変化 によ り、友人間、家族 間での人 間的な心 の交流 の場が急速 に

希薄化 して い る。社会 のモ ラル は低下 傾向 にあ り、 また、家庭 や地域 の教育力 が低下 し、本

来 そ こで学 んで きた基本 的な しっ けや善悪 の判断、 あるいは思 いや りや譲 り合 いの精神 など

が身 に付 きに くくな ってい る。 この よ うに社会 の激 しい変化 は生徒 の道徳性 の発 達 に悪 い影

響 を与 えて い る。前述 のよ うに、中学 生 は他 の人 とのかかわ り方 や接 し方 の大切 さを実感す

るよ うにな り、心 の面 で も大 き く成 長す るときで ある。 しか し残念 なが ら、人 とかかわ る社

会体験 は著 しく不足 してお り、他 の人 の気持 ちを察す る ことがで きず、 自己中心 的 に な り、

相手 の気持 ちを傷 っけて しまうこと もあ り、中 には自分一人 で生 きて きた と錯覚 し、思 いや

りの気持 ちど ころか 自分 が中心 でな けれ ば納得 しない生徒 もい る。そ こで私 た ちは、 中学 生

の今 日的傾 向 と現代社会 の状況 を考 え併せて、生徒 に現在 の 自分 があ るの は周 りの多 くの人

達 に支え られ、 その人達 の温 か い心配 りが あ ったか らこそであ ることを 自覚 させ、感謝 と思

いや りの心 をは ぐくむ ことにより、人 間 と して さ らに豊 かな心 で生 きてい く喜 びを もっ こと

がで きるので はないか と考 えた。以上 のよ うに、第2分 科会で は、「豊かな人間性をはぐくむ」

ため には、他者 の立場 を尊重 す る 「思 いや り」 の心 を育 て ることが大切 であ ると考えて、以

下 の仮説 を立てて、 内容項 目の と らえ方、生徒 の実態 の把握、資料 の選定、指導 の工夫等 の

研究 を進 め る ことに した。

仮 説

自分 も他 の人 も と もに か け が え の な い人 間 と して 、 自己 を知 り、 温 か い心 を 育 て る こ

と に よ って 自 己安 定 を 図 り、 他 の人 との触 れ 合 い を大 切 に して、 互 い に理 解 しよ う とす

る心 を 高 め る道 徳 の時 間 が実 践 され れ ば 、思 いや りの心 を は ぐ くむ こ とが で き るで あ ろ

う。
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2研 究 の 内 容 と方 法

(1)内 容項 目2一 ② の と らえ 方

内容 項 目2一 ② は 「温 か い人 間 愛 の精 神 を深 め、 他 の人 々 に対 し感 謝 と思 い や りの心 を

もつ」 で あ る。

「温 か い人 間 愛 」 は他 の人 へ の 「感 謝 と思 い や り」 の心 を通 して 具 現 化 さ れ る。 人 間 は

互 い に助 け合 い協 力 し合 いそ の 中 で 他 の 人 の 思 いや りに触 れ た と き、 感 謝 の念 を抱 く。 こ

れ は 自分 と他 の人 との 温 か い心 の触 れ 合 い と相互 理 解 に よ って 生 ま れ る。 他 の人 を思 い や

り親 切 に す る。 他 の人 が 自分 に対 す る親 切 な心 を 素 直 に受 け止 め て 始 めて 、 感 謝 の心 が生

まれ る。 思 い や りの心 は他 の人 に接 す る時、 必 要 な心 の 在 り方 で あ る。 他 の人 の立 場 を尊

重 しなが ら親 切 に し、 い た わ り励 ま す生 き方 が思 い や りで あ る。 その 土 台 とな る の は、 互

い に相 手 の立 場 を理 解 しよ う とす る人 間 へ の深 い思 い と相 手 の た め に よか れ と思 い とる行

為 か ら生 まれ る心 の触 れ合 い に対 す る共 感 で あ る。

中学 生 の時 期 に は、 人 間 愛 に基 づ く他 の人 とのかか わ りの大切 さを理解 で き るよ うにな っ

て くる。

しか し、 現代 の社 会 環 境 の中 で 、 人 間 愛 へ の欲 求 不 満 か ら利 己 的、 自己 中心 的 にな りや

す い。 そ こで 、 指導 に当 た って は 自分 も他 の人 も、 と もに か け が え の な い人 間 で あ る と い

う こ とを し っか り 自覚 で き る よ う にす る ことが 大 切 で あ る。

この こ と は右 の 図 の よ うに ぐる ぐる回 る コ マ に た

とえ る こ と もで き る。 コマ の軸 は 自 己で あ る。 コ マ 内容項 目2一 ② のと らえ方

は細 い軸(自 己)だ け で は、 回転 す る こ と はで き な

い。 自 己認 知 力 を高 め る こ とで 自己 を安 定 させ る こ

とが で き る。 自己 の安 定 が高 ま り余 裕 が で きれ ば 他

者 へ の 関 心 が 高 ま り他 者 へ の働 きか け もで き る。

他 者 と の触 れ合 い に よ って相 互 理 解 が生 ま れ さ ら

に触 れ合 い が深 ま る。 自己 の軸 を 中心 に様 々 な力 が 、

付 随 して 単 な る一 本 の軸 が コマ の形 とな り安 定 感 が

生 まれ る。 互 い に回 転 して 続 き、 そ れ が よ り安 定 感

を増 す 大 き さ に育 って 行 く中 で 、 思 い や りの心 が 生

ま れ て くる。 この 触 れ 合 い と相 互 理 解 の行 き来 が、

コマ を 回 す推 進 力 と な り、 安 定 性 も高 めて い く こ と

に な る。 この コマ を 支 え る面 、 基 盤 と な る もの が 人

間 尊 重 の精 神 と考 え る こ とが で き る。

今 回 の仮 説 は、 他 の 人 との触 れ 合 いを 大 切 に し、

互 い に理 解 しよ う とす る気持 ちを 高 め る道 徳 の 時 間

の実 践 に よ り 「思 い や りの心 」 を は ぐ くむ と い う も

ので あ る。 自己 も他 者 も、 まず か けが え の な い人 間

で あ る との 自覚 の も と、 自己認 知 力 を高 め、 自 己 の有 用 性 を知 る こ とへ の 関心 や温 か い 心

を 育 て 、 互 い の理 解 を増 す こ とで、 思 い や りの 心 を は ぐ くむ と い え るだ ろ う。 す な わ ち他
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の人 がかけがえのな い人間で あるとい う自覚 の もとに互 いに触 れ合い、理解 し、共感す る

ことによ り思 いや りの心 を もつ ことが で きるのであ る。

⑦ 生徒 の実 態 と指 導計 画

ア 調査研究 につ いて

「自己認 知」 に関連 した結果

「自己認知」 が高 い生 徒 は 「思 いや りの気持 ち」 が強 いか どうか(単 位 は%)

21.6 43.1 31.2 3.9

「自己認知」 が低 い生徒 は 「思 いや りの気持 ち」 が強いか どうか

「対人関係」 に関連 した結果

「対人 関係」が良好 な生徒 は 「思 いや りの気持 ち」が強 いか ど うか(単 位 は%)

「対人 関係」が不得手 な生徒 は 「思 いや りの気持 ち」が強 いか ど うか

口 強い 口 やや強い 目 普通 翻 やや弱い 口 弱い

Oり 事前調 査か ら 「自己認知」 が高 い生徒 は自己の安定感が得 られて いるため、 自分 だ

けでな く、他者 に も関心 を向け る傾 向があ ることがわか った。 他者へ の関心 が高 まれ

ば、他 者への働 きか けが進 み、他者 との触 れ合 いの中で相互理解 が深 ま り、思 いや り

の基盤 となる人間関係 が深 ま ると考 えた。

(イ)「対人関係」 が良好 な生徒 は不得手 な生徒 に比 べて 「思 いや りの気 持 ち」 が 強 い こ

とがわか った。

(ウ)以 上 の調査結果 を基 に、道徳 の授 業を通 じて、「他者 との触 れ合 いを大 切 に して、

互 い に理解 しよ うとす る気持 ちを育 て る」 ことを第2分 科会 の課題 と し、以下 の指導

計 画を実施 した。

イ 指導 計画

9月1週 学級活動 「水泳大会、陸上記録会に向けて」*自 己認知、対人関係

互いの泳力や走力を理解 し、温か く励ま し合 う雰囲気を作る。

温かい雰囲気の中で安心 して自分の力を発揮するとともに、他者を応援す

る気持 ちを育て る。

2週 道徳授業 『受話器 の向 こ うは』2-(2)思 いや り

他の人の思 いや りを素直に受け取 ることがより良い人間関係をつ くること

に気 づかせ る。
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3週 道徳授業 『車椅子 の少年」2一 ② 思 いや り

相手にとって本当の思いやりとは何かを考えさせる中で他者への 関心 を

よ り深め る。
一

4週 道徳授業 「701番 目の商品」*本 報告書参照2-(2)思 いや り

学級活動 「文化祭に向けて」*自 己認知、対人関係

学級の合唱を作 り上げるためには一人一人が大切な存在であることを意識

させ る。各 自が 自信 を持 って参 加 し、援助 しあ う雰囲気づ くりを大切 に し

て、温 かい気持 ちで取 り組む気持 ちを高 める。

(3)指 導 の 工 夫

ア 資 料 の選 定 と研 究 主 題 との 関連

第2分 科 会 で は1-(2)「 思 い や り」 を取 り上 げて 研 究 す る に あ た り、 資 料 は、 生 徒 達

が 最 も親 しみ やす く、 日常 よ く見 られ る よ うな話 題 を 取 り上 げ た も の が 最 適 と考 え た。

ま た道 徳 資 料 の要 件 で あ る、 素 直 に価 値 に感動 で き る もの 、 他 者 理 解 お よ び 自 己理 解 に

っ なが る もの、 自分 の生 き方 に 目を 向 け られ る もの 、 と い う観 点 で 資 料 の選 定 を進 め て

い っ た。 資 料 『STATION(ス テ イ シ ョ ン)』(大 石賢 一 ・作、 は しもとみ つお ・画)、

第1巻 第9話 「701番 目 の商 品 」 よ り抜 粋(小 学 館 刊 ビ ッ グ コ ミ ッ ク ス)は 漫 画 で あ る

が 、 生 徒 に と り視 覚 的 に分 か りや す く、 しか も身近 で 最 も親 しみ やす い と考 え た。 ま た、

本 資 料 で は、 普 段 、 何 気 な く利 用 して い る駅 で 働 いて い る駅 員 や 売 店 で働 く人 、 そ の家

族 の 姿 を 通 して 「思 いや り」 の気 持 ち が さ り げな く表 現 され て い る。上 記 の3点 の 要 件

もふ まえ て あ り、 生 徒 が 自 己 の心 を省 み て、 思 いや り を素 直 に感 じ取 る こ との で き る資

料 で あ る。 よ って 、 以 上 の点 か ら本 資 料 を選 定 し研 究 を 行 うこ と に した。

イ 導 入 の 工 夫

生 徒 の 問 題 意 識 を高 め る と と もに深 め、 よ り よ く成 長 して い こ うとす る気 持 ち を起 こ

させ るた め の導 入 と して 以 下 の よ うな工 夫 を行 った 。

・生 徒 に と って 身 近 な話 題 で あ る こ とを 強調 す るた め に、 駅 の 売 店 利 用 の 経 験 を 聞 き、

売 って い る もの を あ げ させ た。

・テ ィ ー ム テ ィー チ ング の教 員6名 を生 徒 紹 介 し挨 拶 を す る と と もに、 班 の担 当 を決 め

て お くこ とで 、 生 徒 が 自分 の担 当者 を事 前 に知 って お くこ とで 、 温 か い雰 囲 気 で授 業

が行 え る よ うに した。

ウ 展 開 の 工 夫

資 料 の 範 読 で は、 電 車 の効 果 音 を取 り入 れ て生 徒 が 資 料 の 情 景 を と らえ やす くな る よ

うに した。 ま た、6人 の 教 師 で 登 場 人 物 ご とに せ りふ を 朗 読 し、 ス ム ー ズ に資 料 の世 界

に入 れ るよ う に した。

○ 板 書 計 画 の工 夫

自分 が 資料 の 登場 人 物 に な り、 発 問 ご とに 自分 の立 場 を 置 き換 え て考 え られ るよ うな

板 書 づ く り に心 が けた 。 そ の た め に、 資 料 の一 コマ を 拡 大 して 黒 板 に掲 示 す る こ と に よ

り質 問 の イ メ ー ジが分 か りや す くな る よ うに した。 また そ の 場 面 の 当事 者 の表 情 も分 か

るので視 覚 的 に考 え られ るよ うに な り、生徒 の多 様 な意見 を 引 き出 す のに効果 的 であ った。
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○ 発 問 の工 夫

「他 の人 と の触 れ合 い を大 切 に し、 互 い に理 解 しよ うと す る気 持 を 高 め る こ と に よ っ

て、 思 い や りの 気 持 ち を は ぐ くむ。』 こ とが ね らいで あ る。 主 人 公 の 「マ コ ち ゃ ん 」 が

お客 さん や、 娘 な ど、 い ろ い ろ な人 間 との か か わ りの 中 で、 思 いや りの 気 持 ち を持 って

接 して い る姿 勢 を 取 り上 げ、 ね らい に迫 れ る よ うに した。中心 発 問 で は、 ど こ に も売 っ

て い な い701番 目の 売 り物 と は、 「マ コち ゃん」 の 笑 顔 で あ る こと を示 し、 そ れ を 自分 の

言 葉 で置 き換 え させ る こ とで 高 め られ た 『思 い や りの気 持 ち』 が さ らに内 面 で は ぐ くま

れ て い くよ うに した。な お、 生 徒 が考 え るた め の 時 間 を多 く取 り、 多 くの 生 徒 に 発 表 さ

せ る機 会 を作 る こ と は重 要 な こ とで あ る。 そ の た め、 発 問 は精 選 し三 っ に した。

○ 話 し合 い の工 夫

ね らいを達成 す るため に、他 人 と触 れ合 い、意見 を発表 し合 う中 で お互 いを 理解 しよ うと

す る気持 ちを深 め させた い と考 えた。生徒 が主体 的 に生 徒同士 で 意 見 を活 発 に出 し合 い、 話

し合 いを深 めてい くため に、5～7名 ほどの小集 団で話 し合 いをす る よ うに した。 その 際 、

6人 の教 師が各班 に1名 入 り、 価値 を高 めて い くよ うな話 し合 いが で きるよ うに工 夫 した。

工 終 末 の工 夫

資 料 が 漫 画 で あ った の で 、 生 徒 の心 に余 韻 を残 す た あ に、 終 末 で は作 文 や 詩 な ど文 章

を用 い る のが 効 果 的 と考 え た 。 相 田み つ を の詩 は、 そ の字 体 も内容 も生 徒 の心 情 を揺 さ

ぶ る もので あ り、 十 分 な 効 果 が あ った と思 わ れ る。

オTTの 効 果

上 記 の よ うに、 今 回、6名 の 教 師 でTTの 授 業 を行 った が、 道 徳 の 授 業 に お い て は、

そ の効 果 は非 常 に高 い と考 え られ る。 特 に今 回 の授 業 で は、 生 徒 一 人 一 人 の考 え を引 き

出す ことが で き、 生 徒 同士 の 意 見 交 換 が 深 ま る と と もに、 生 徒 と教 師 と の触 れ 合 い とい

う点 で も効 果 が実 感 で きた 。
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(4)指 導 事 例(2学 年)

ア 主 題 名 「思 いや り」 〈 内 容 項 目2-(2)〉

イ 資 料 名 『STATION(ス テ イ シ ョ ン)」(大 石 賢 一 ・作 、 は しも とみ っ お ・画)

第1巻 第9話 「701番 目の 商 品」 よ り抜粋(小 学 館 刊 ビ ッグ コ ミ ック ス)

ウ 資 料 の概 要

駅 売 店 の店 員 「マ コち ゃん』 は、 一 人 で700種 類 の 商 品 を 扱 って い る。 た く さん の お

客 と の触 れ合 い を大 切 に して い る。 必 ず 発売 日に 来 て 、 あ る雑 誌 を買 って い く若 い サ ラ

リー マ ンが来 な い の で、 健 康 を気 遣 い そ の雑 誌 を 取 って お い た 。必 ず買 い に来 る と信 じ、

待 って い る と、 そ の雑 誌 を買 い に来 る。 「こ こに は お ば ち ゃん しか 売 って い な い もの が

あ るか らな!」 と言 って くれ るお客 が い る ほ どの 豊 か な心 を 持 っ て い る。そ ん な 中 、 娘

は、 の ん び り家 に い て ほ しい と思 って い る。 しか し、 母 の 仕 事 の様 子 を知 り、 世 間 の役

に立 っ て い る母 の姿(仕 事)を 応 援 す るよ うに な る。

エ ね らい

他 の 人 に 自分 の考 え を伝 え、 互 い に理 解 しよ う とす る気 持 ち を高 め る こと に よ って思

いや りの心 を は ぐ くむ。

オ 学 習 指 導 過 程

学習活動 と主な発問 予想 される生徒の反応 教師の動き 指導上の留意点

1.駅 の売店 を利用 し ・利用経験あり→多数 T1に 集 中 さ せ

導 た経験を思い起 こす。 るために、前扉

2.「 駅 の売 店」 か ら ・ ガ ム は閉 め る。

思い浮かべるものを ・雑誌 資料に導 くため

入 発表す る。 ・新聞 の雰囲気を作る。

・おばち ゃん 等

3.資 料 を受 け取 る。 ・漫画 が渡 され る驚 きや T1が 資料配布す る。

喜び

4.TT教 師 の紹介 を ・驚 き T2～6は 前 扉 よ り温 か

展 受 ける。 ・盛 り上 が り い雰囲気で入場

5.6人 の教師 による 登場人物を中村(T1)、 効果音を利用す

資料の読 みを聞 く。 マ コ ち ゃ ん(T2)、 君 る。(T6)

子(T3)、 若 い サ ラ リー 6人 の教師で役

マ ン(T4)、 駅員A(T 割を決め、資料

5)、 駅 員B(T6)、 そ 理解 を深 め る。

の他(T1～T6)に 分 け

開 て朗読。

6.生 活班 の座席 にな T1～6が 、 それ ぞれ い 他の人 との触れ

る。(6班) すを持って各班に分か 合いや相互理解

れ て コ ー デ ィ ネ ー タ ー が高め られるよ

と な る 。 う に す る。
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展

開

【発問①】

「あなただ った ら、 サ

ラリーマ ンのために、

雑誌 を取 ってお きます

か。」

全体の場で個人の意見

を発表

【発問②】

「母 の仕事 を応援 す る

よ うに、 『君子 』 の気

持 ちが変 わ ったの はど

うしてで しょう。」

全体の場で個人の意見

を発表する。

7.個 人の座席に戻す。

8.ワ ー ク シ ー トを 受

け 取 る。

=取 っ て お く=

・サ ラ リ ー マ ンが 取 り に

く る と 信 じて い る 。

・サ ラ リ ー マ ンへ の 気 遣

い。

=取 っ て お か な い 一

・よ そ で 買 っ て い る 。

・め ん ど う く さ い 。

・挙 手 な し。

・母の働 く姿 を見て、人

の役 に立 って いる こと

に気づ いた。

・母が お客 に思 いや りの

気持 ちを もって接 して

いるのに惹かれ た。

・お客へ の母 のやさ しさ

に感動 した。

・この仕事 は母 はでな く

て はだめだと思 った。

・この駅 に母 が必要 なん

だ と思 った。

・母 の生きがいだとわかっ

た。

・母 の好 きにすればいい

と思 った。

・挙 手 な し
。

T1に よ る板 書 で 場 面

と発問 を確認。

班員同士 の話 し合 いに

なるようにコーディネー

トす る。

記録 に取 る。

T1が 班 担 当教 師 に推

薦 して もらう。

T2T3が 意見 を板書。

T1に よ る板 書 で場 面

と発 問を確認。

班員 同士 の対話 とな る

よ うに コーデ ィネー ト

す る。

記録 に取 る。

T1が 班 担 当 教 師 に推

薦 して もらう。

T2T3が 意見 を板書。

T1～6は 担 当 の班 の周

辺で待機 する。

理 由を引 き出す。

他 の人 との触 れ

合 いを引 き出 し

たい。

なぜ取 っておい

たのかを深める。

「取 って お か な

い」 と した生徒

が否定 されな い

よ うに配慮する。

生 徒主体 と して

い く。

互 い に理 解 しよ

うとす る気持 ち

を高 めたい。

自己の心 を省み

ることがで きる

よ うに。
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【発問③】

「原 作 で は 、P.11の 「ス マ イ ル 」 T1に よ る板書で場面 自己の心を省み

[-内 に 『マコちゃ
・最後 の絵 が笑 って る。 と発問を確認す る。 て、思 いや りを

んの笑顔』 という言葉 ・『マ コ ち ゃ ん 』 は
、 い 感 じさせ たい。

が入 ります今 日の授業 っ も笑 っ て い る。 T1～6で 担 当 の班 を机

のまとめ として 「マ コ 「思 いや り」 間指導す る。 個々の意見を大

展 ちゃんの笑顔」以外に 「気遣 い」 切 に扱 う。

考えられる言葉を 口 「温か さ」

■ 内に入れてみましょ 「温 かい心」 どの意見 も思い

うまたその理由を書 き 「やさ しさ」 や りの観点に置

ま し ょ う。 ・お客を大切にする心を き換 え、 ま とめ

大事 に してい る。 て い く。

・お客 を大切 にす ること

が好 き。

・お客 との触 れ合 いが好

き 。

・言葉 で はない心の触れ

合いが好 き。

開 「ほ こ り」

「生 きが い」

「元気」

全体の場で個人の意見 ・挙手 な し T1が 班担 当に推薦 し

を発表 て も ら う。

T2T3が 意見 を板書。

9.相 田 み っ を の 詩 ・T!お よび黒板 に注 目 T1が 板書。 あえて読み上げ

終 「おて ん と うさ ま の T1に よ る説 明。 ず、余韻の残 る

ひかりをいっぱい吸っ T2～T6は 後 方 よ り参 よ う に す る 。

たあ ったか い座ぶ と 観 。

末 んの よ うな人」 を紹

介す る。
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力 評 価 の 観 点

・生 徒 同 士 が 班 の 中 で ね らい に 関 す る意 見 交 換 を したか 。

・互 い に理 解 しよ う とす る気 持 ち を高 め られ た か。

キ 生 徒 の 感 想 か ら

・マ コ ち ゃん の よ うに、 人 の こ とを思 い や りな が ら生 きて い くこ と はす ば ら しい。

・マ コ ち ゃん は どん な と き もお客 さん に対 して、 ニ コ ニ コ して 接 して い る けれ ど、 自分

はな か な か そ うは思 って もで きな い。 で も素 晴 ら しい生 き方 なの で努力 して い きたい。

・いっ も と は ちが った、 い ろ ん な先 生 た ち に教 え て いた だ いて 楽 しか っ た。

・少 し緊 張 した けれ ど、 仲 間 か ら 自分 と同 じ意 見 や 自分 と ま った く違 う意 見 な どが 聞 け

て、 楽 しか っ たで す 。

・初 め て こん な 多 くの先 生 が 入 って道 徳 の授 業 を した。 最 初 は ドキ ドキ だ った け ど話 し

合 い とか で い ろん な考 え が 聞 け て よか った。

・道 徳 は、 簡 単 だ と思 って い た が、 人 の こ とを考 え た り した りす るの で 一 番 考 え させ ら

れ る時 間 だ と思 っ た。

ク 授 業 の考 察

今 回 の授 業 で は生 徒 同 士 の 話 し合 い の時 間 を多 くと る こ と に重 点 を 置 い た。 話 し合 い

が行 い や す い よ う、 少 人 数 に よ る班 単 位 と し、 教 師1人 が コ ーデ ィネ ー ター と して入 り、

相 手 の立 場 を 尊 重 しなが ら、 よ り活 発 に発 言 で き るよ うに した。 また 、 話 し合 いや 考 え

る時 間 を多 く と る ため 、 発 問 の数 を少 な く し内容 も精 選 した。 資料 にっ いて は、 読 み 物

と して生 徒 が親 しみ や す い漫 画 を取 り上 げ、 教 師6人 に よ る朗 読 劇 を 行 っ た。 これ は生

徒 を資 料 の 中 に 引 き込 む の に大 変 効 果 的 で あ った。 ま た、 教 師 が班 に1人 っ くこ と に よ

り、 平 易 に意 見 を 発 表 す るだ けで な く、 そ の意 見 に対 して ど う思 うか 、 その 理 由 にっ い

て説 明 させ 、 話 し合 いを 深 め る ことが で き た。発 問3で は、 空 欄 の 中 に 入 る言 葉 を説 明

してか ら他 に入 る言 葉 を 考 え させ る こと に よ り、 生 徒 一 人一 人 が 資料 か ら感 じた印 象 に

つ いて 自 由 に考 え、 多様 な 意 見 を引 き出 す こ とが で きた。
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3内 容 項 目2-(2)「 思 いや りの心 」 の ま と め

(1)事 後 調 査 の 結 果 につ いて の 考 察

「思 いや りの気 持 ち」 の強 さ の比 較

上 記 の グ ラ フか ら、 研 究 前 後 の生 徒 の意 識 に 変 容 が 見 られ た こ とが 分 か る。 思 い や りの

気 持 ちが 弱 か った生 徒 の割 合 が 特 に減 少 した。 ま た、 人 の気 持 ちを 理 解 す る よ うに心 が け

る生 徒 ・対 人 関 係 が 良 好 な生 徒 が 増 加 した。

この こ とか ら、 思 い や りにつ い て だ け で な く、 自己認 知 や 自己 安 定 力 を 高 め、 他 者 へ の

関心 や 働 きか けが 高 め られ る よ うな指 導 計 画 に沿 って、 指 導 を 行 う こ との 有 効 性 が 検 証 さ

れ た 。 これ らの 項 目 は、 事 前 調 査 で思 いや り と関連 が認 め られ た もの で あ る。した が って、

仮 説 に つ いて 検 証 す る ことが で き た と考 え る。

(2)TTに つ いて

ア 複数 の 教 師 が か か わ る こ と に よ り、 朗 読 劇 な ど効 果 的 な資 料 の提 示 が で きた。

イ 各班 に1人 の 教 師 が か か わ り、 生 徒 の 反 応 に合 わせ た助 言 ・対 応 が で き、 話 し合 い活

動 を 深 め て い くこ とが で きた 。

ウ 授 業 で の進 行 ・板 書 ・机 間 指 導 な どを 役 割 分 担 す る こ とに よ り、 テ ンポ よ く授 業 を 進

め、 個 々 の生 徒 の 様 子 にっ い て 把 握 し、 生 徒 の多 様 な意 見 を 引 き出 す こ とが で きた。 そ

の こ とに よ って、 個 々 の生 徒 の 道 徳 的 価 値 を 高 め るね らい に沿 って考 え さ せ る こ とが で

きた。

エ6人 のTT指 導 は、 日常 的 に は難 しい と思 わ れ るが 、 年 間 に1回 位 で あ れ ば、 学 年 全

体 で取 り組 む指 導 計 画 を組 み、 学 年 の教 員 全 体 で 実 施 す る と きに は、 今 回 の指 導 は役 立

っ と思 わ れ る。

(3)発 問 に つ い て

ア 発 問 の数 を で き るだ け少 な くす る こ とに よ って 、 生 徒 にね らい とす る道 徳 的価 値 に つ

い て 的 を絞 って、 多 くの生 徒 の意 見 を 聞 くと と もに、 深 く考 え させ る ことが で きた。

イ 発 問 は生 徒 の多 様 な意 見 を 引 き出 す こ とが で き る もの とす る よ うに工 夫 し、 そ れ を発

表 させ る こ とに よ って、 自分 以 外 の様 々 な意 見 、 考 え 方 に触 れ て 考 え を広 め、 生 徒 相 互

の理 解 を深 め る こ とが で きた。

(4)課 題

ア 生 徒 の心 を引 き付 け、 道 徳 的価 値 に せ ま れ る資料 の 発 掘 ・選 定 を行 って い く こ と。

イ 道 徳 の時 間 の年 間 指 導 計 画 の作 成 に あ た って は、 重 点 的 な指 導 に関 して他 の教 育 活 動

と密 接 に関 連 付 け る必 要 が あ る。
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Vま とめと今後の課題

1ま とめ

(1>研 究 の方法 に実験 法を取 り入れ、生徒 の意識調査 を事前 ・事後 に行 ったが、 この方法 に

つ いて は研究 によ り生 徒の意識の変容 を客観的 に とらえ ることができ有効であった。また、

授業 のね らいを明確 に し、指導計画 を立て る うえで重要 な示唆 を得 た。

② 道徳 の授業 を実践 す る中で、「指導 の工夫」 が求 め られ て い るが、 今 回 導入 したTTに

よる授業実践 は、担 任教師のみの指導 とい う枠 をはずす ことで授業 に変化 を加え、複数教

師 による個別指導 は生徒の道徳的価値観 を引 き出 し、授業 を活性化 させ るこ とが で きた。

(3)ね らい とす る道徳 的価値を深 め られ るか ど うか は、発 問にかか って いる。 発問 はで きる

だけね らいに迫 れ る具体的 な内容 と し、生徒 の多様 な考 え方 を引 き出せ る もので あれ ば三

っ ぐらいが適 当であ る。

(4)一 っ の道徳 的価値 の 自覚を深 めるには、 その内容項 目だ けでな く調 査研究等で明 らか に

な った関連 す る内容 項 目を含 め、かつ他 の教育活動 とも連携 させ た指導計画が有効で ある

ことが わか った。

以下 にTTに よる指導 を導入す るための留意点 と効 果を挙 げた い。

ア 生徒 の実 態 に応 じた授業 のね らいを具体 的に短 く絞 り込 み、ね らいとす る道徳的価値

を事前 に共通理 解 してお く。

イ 読 み物 資料 を分担 して提示す る際 には、二人 以上の登場人物が い る場 合有 効 で あ る。

ウ 指導案 を作成す る際 には二人が役割 を分担 し、生徒の心を揺 さぶ った り、授業 の流 れ

に応 じて代替 す るよ うな発問 を工夫 す る。 その際、生徒が道徳的価値 を深 め、 自分 自身

を振 り返 るような揺 さぶ り発問 とな るよ うにす る。

エ グル ープ による話 し合 いの中にそれぞれの教 師が積極的 にかかわ り、生徒一人一人 の

道徳 的価 値が深 め られるよ うに心 が ける。

オ 生徒 に中心発問 につ いて考 えさせ る場面 で は、生徒同士の役割演技が有効 な方 法 と し

て挙 げ られ るが、生徒がTT教 師の役割演技 を見て考え る場面 を設定 で きる。

力 板書 にお いて は、資料 の場面 や主人公 のイ ラス トを掲示す るなど、授業 の雰 囲気作 り

に配慮 す るとと もに、生徒 を待 たせない ような板書 を分担す る。

2今 後の課題 について

(1)意 識調 査で は、道徳 的価値 に関す る事例 の内容を十分 に吟味す る必要 があ る。

(2)自 己認知の低 い生徒 の道徳 的価値 の変容 を いか に図 るべ きか。本 研究 の意 識調 査 か ら自

己認知 の低 い生徒 にっ いては、意識 の変容 が見 られ ない傾 向が ある ことが分 か った。 この

よ うな生徒 こそ道徳的価値 にっいて理解 す るとと もに人間 としてよ りよ く生 きる力 を身 に

付 けさせ る ことが大切 であ る。 その方 法 につ いて は、個別 に 日常 の教育活動 の中で温か い

声 か けをす るとと もに、TTな どの方 法 によ り個別指導 を十分 に行 って い く必 要 が あ る。

以上 、今回 の研究 を基 に各校 の実 態 に即 した実践 を積 み重 ね、 よ りよい指導 の在 り方 を

さらに確立 して い きたい と考 え る。
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